
                     

                     

                     

                     

                     

次
号
は
９
月
９
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

し
だ
み
学
園
で
「邦
楽
演
奏
会
」

利
用
者
や
住
民
ら
筝
曲
な
ど
楽
し
む

白
い
紙
が
〝お
金
〟に
大
変
身
!?

大
森
北
学
童
保
育
で
マ
ジ
ッ
ク
教
室

◆

劇
団
「ｐ
Ｈ
―
７
」公
演
２
組
４
人

◆

「秋
の
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
」
３
組
６
人

                     

「夏の安全なまちづくり県民運動」初日

                     

                     

　
▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
た
な
っ

ち
」
さ
ん
の
投
稿
写
真
①

　
ハ
ス
の
花
―
。
葉
っ
ぱ
の

虫
食
い
穴
を
上
手
に
く
ぐ
っ

て
こ
ん
に
ち
は
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
奥
村
勝
志
さ
ん
＝
森
孝

２
＝
の
投
稿
写
真
②

　
フ
ル
ー
ツ
…
？
正
解
は

ツ
バ
キ
の
実
。
こ
と
し
は

な
ぜ
か
豊
作
で
す
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
き
ぃ

ち
ゃ
ん
マ
マ
」
さ
ん
の
投

稿
写
真
③

　
ハ
ー
ト
の
ブ
ド
ウ
♡
見

っ
け
。
か
わ
い
く
て
最
後

ま
で
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

◇
　
　
　
◇

　
「
え
っ
!?
」
と
び
っ
く
り

し
た
り
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
写
真
は
あ
り
ま

せ
ん
か
―
。
本
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
あ
な
た
が
日
常
生
活
で

と
ら
え
た
〝
ス
ク
ー
プ
〟
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
は
写
真
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
住
所
②
氏
名

（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ

ー
ム
も
）
③
電
話
番
号
④
写

真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五

二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙

上
写
真
展
」
、
本
文
に
（
必

ず
）
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ

ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「どうするの」熱心に質
問をする姿も見られた

演奏と気さくなトークで楽しませた佐藤さん

いろいろな激励が行われた出発式

パトロールを盛り上げる軽快な演奏が行われた

セレモニーの後、パトロールに出発する参加者ら

堀
夏
紀
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

河
合
玲
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

菱田さん（中央）と出演者ら

　
「
夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
県
民
運
動
」
期
間
初
日
の

一
日
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ご

う
と
す
る
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

が
区
内
で
も
行
わ
れ
、
学
区

単
位
な
ど
多
く
の
地
域
住
民

が
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

　
同
日
、
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
に

先
立
っ
て
「
出
発
式
」
が
守
山

警
察
署
＝
脇
田
町
＝
駐
車
場
で

開
か
れ
、
学
区
と
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

十
九
団
体
・
五
十
人
以
上
が
管

内
か
ら
集
ま
っ
た
。

　
整
列
し
た
参
加
者
に
向
け
、

渡
邊
泰
輔
署
長
が
「
皆
さ
ん
の

目
は
犯
罪
抑
止
に
つ
な
が
り
、

地
域
に
と
っ
て
大
き
な
力
」
と

あ
い
さ
つ
。
守
山
旭
防
犯
連
合

会
の
寺
田
浩
会
長
は
「
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
」
と
呼
び

掛
け
た
。

　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
代
表

者
が
安
全
宣
言
を
し
た
後
、
担

当
地
域
を
巡
回
す
る
〝
青
パ

ト
〟
に
そ
れ
ぞ
れ
乗
り
込
ん
で

出
発
。
ま
た
、
激
励
に
駆
け
付

け
た
柴
田
久
司
区
長
ら
が
「
お

願
い
し
ま
す
」
の
声
と
と
も
に

拍
手
で
送
り
出
し
た
。

◇
　
　
　
　
◇

　
「
区
生
活
安
全
地
域
活
動
重

点
推
進
学
区
」
の
苗
代
学
区
で

は
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が

実
施
さ
れ
、
出
発
前
に
小
幡
駅

南
公
園
＝
小
幡
南
一
＝
で
セ
レ

モ
ニ
ー
も
催
さ
れ
た
。

　
同
学
区
連
絡
協
議
会
（
茂
木

武
彦
会
長
）
が
主
催
し
て
お

り
、
こ
と
し
で
八
回
目
。
全
二

十
三
の
町
内
会
長
や
各
種
団
体

を
は
じ
め
住
民
ら
四
百
人
近
く

が
、
回
覧
板
な
ど
の
呼
び
掛
け

で
集
ま
っ
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
守
山
東
中

学
校
吹
奏
楽
部
が
登
場
し
、
星

野
源
「
恋
」
や
映
画
「
君
の
名

は
」
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ

と
い
っ
た
五
曲
を
披
露
。
ま

た
、
茂
木
会
長
が
「
鍵
掛
け
の

ほ
か
、
不
審
者
対
策
と
し
て
住

民
同
士
で
声
を
掛
け
合
い
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
生
演
奏
を
楽
し
ん
だ
参
加
者

は
、
あ
ら
か
じ
め
設
け
ら
れ
た

十
一
の
コ
ー
ス
ご
と
に
分
か
れ

て
公
園
を
出
発
。
〝
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
実
施
中
〟
と
書
か
れ
た

の
ぼ
り
旗
を
手
に
し
な
が
ら
歩

き
、
学
区
内
を
く
ま
な
く
見
回

っ
た
。

　
知
的
障
が
い
者
支
援
施
設
の

「
し
だ
み
学
園
」
（
舟
橋
透
理

事
長
）
＝
下
志
段
味
穴
ケ
洞
＝

で
十
一
日
、
筝
曲
な
ど
「
邦
楽

演
奏
会
」
が
開
か
れ
、
利
用
者

や
地
域
の
人
ら
約
五
十
人
が
楽

し
ん
だ
。

　
質
の
高
い
音
楽
を
利
用
者
に

聴
い
て
も
ら
う
こ
と
や
、
地
域

と
の
交
流
を
目
的
に
同
施
設
が

催
し
た
も
の
。
ソ
プ
ラ
ノ
や
ジ

ャ
ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
元
の

演
奏
家
を
招
き
、
三
年
前
か
ら

続
け
て
い
る
行
事
。

　
今
回
は
箏
・
三
弦
奏
者
で
、

同
施
設
の
非
常
勤
講
師
と
し
て

授
業
も
行
っ
て
い
る
佐
藤
亜
衣

さ
ん
が
出
演
。
〝
懐
か
し
い
夏

の
調
べ
〟
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

に
、
宮
城
道
雄
「
祭
り
の
太

鼓
」
や
吉
沢
検
校
「
夏
の
曲
」

ほ
か
を
披
露
し
た
。

　
ま
た
「
ふ
る
さ
と
」
や
「
夏

は
来
ぬ
」
と
い
っ
た
唱
歌
も
奏

で
、
客
席
に
「
一
緒
に
歌
い
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
。
楽
し

そ
う
に
合
唱
す
る
光
景
が
見
ら

れ
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
合
わ
せ
た

手
拍
子
も
起
こ
っ
て
い
た
。

　
初
め
て
同
施
設
を
訪
れ
た
と

い
う
八
十
代
女
性
は
「
皆
さ
ん

が
本
当
に
喜
ん

で
い
て
、
い
い

催
し
だ
と
思
っ

た
」
と
笑
顔
。

舟
橋
理
事
長
は

「
知
的
障
が
い

や
こ
の
施
設
を

理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
も

っ
と
地
域
の
方

が
参
加
し
て
く

だ
さ
る
も
の
に

し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て

い
た
。

　
区
内
在
住
の
菱
田
一
雄
さ
ん

が
代
表
を
務
め
る
劇
団
「
ｐ
Ｈ

―
７
（
ペ
ー
ハ
ー
セ
ブ
ン
）
」

は
九
月
十
六
（
土
）
・
十
七

（
日
）
の
両
日
、
「
石
の
舟
～

小
栗
重
吉
　
漂
流
譚
～
」
を
守

山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一
＝

で
上
演
す
る
。

　
江
戸
時
代
後
期
、
史
上
最
も

長
期
（
四
百
八
十
四
日
間
）
に

わ
た
っ
て
太
平
洋
を
漂
流
し
、

日
本
人
と
し
て
初
め
て
ア
メ
リ

カ
の
地
を
踏
ん
だ
船
頭
・
小
栗

重
吉
。
今
回
の
舞
台
は
、
そ
の

生
き
ざ
ま
を
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に

描
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
台
本
は
、
三
田
村
博
史
作

「
漂
い
果
て
つ
」
を
読
ん
で
心

奪
わ
れ
た
と
い
う
元
劇
団
員
の

北
野
和
恵
さ
ん
が
担
当
。
演
出

も
行
っ
て
い
る
菱
田
さ
ん
は

「
良
質
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
を
目
指
し
、
日
々
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
、
来

場
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
開
演
は
十
六
日
が
午
後
七

時
、
十
七
日
が
午
後
二
時
（
と

も
に
三
十
分
前
開
場
、
一
時
間

前
受
け
付
け
開
始
）
。
前
売
り

チ
ケ
ッ
ト
（
全
自
由
席
）
は
一

般
二
千
八
百
円
（
当
日
三
千

円
）
、
高
校
生
以
下
二
千
円

（
同
二
千
五
百
円
）
。

　
問
い
合
わ
せ
は
菱
田
さ
ん
＝

携
帯
０
９
０
―
９
９
４
５
―
３

４
３
８
＝
へ
。
同
劇
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
「
劇
団
ｐ
Ｈ
―
７
」

で
検
索
）
か
ら
も
予
約
が
で
き

る
。

◇
　
　
　
　
◇

　
「
ピ
ア
ノ
と
歌
で
紡
ぐ
秋
の

名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
九
月
二

十
七
日
（
水
）
、
守
山
文
化
小

劇
場
で
開
か
れ
る
。
午
前
十
時

半
開
演
、
同
十
時
開
場
。

　
同
劇
場
が
主
催
。
午
前
の
遅

い
時
間
帯
に
ゆ
っ
た
り
音
楽
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
…
の
思
い
で

名
付
け
た
「
も
り
や
ま
ブ
ラ
ン

チ
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
一
つ
。
今

回
は
共
に
名
古
屋
市
生
ま
れ
、

演
奏
を
は
じ
め
後
進
の
育
成
な

ど
で
も
活
躍
す
る
堀
夏
紀
さ
ん

（
ピ
ア
ノ
）
と
河
合
玲
子
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
）
が
登
場
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ピ
ア
ノ
曲

が
シ
ュ
ー
マ
ン
「
ト
ロ
イ
メ
ラ

イ
」
、
リ
ス
ト
「
バ
ラ
ー
ド
第

２
番
　
ロ
短
調
」
、
ま
た
歌
曲

が
フ
ォ
ー
レ
「
秋
」
、
中
田
喜

直
「
ち
い
さ
い
秋
み
つ
け
た
」

ほ
か
。
大
人
向
け
、
癒
や
し
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
す
る
。

　
チ
ケ
ッ
ト
（
全
自
由
席
）
は

一
般
千
百
円
。
未
就
学
児
は
入

場
不
可
。
問
い
合
わ
せ
は
守
山

文
化
小
劇
場
＝
☎
（
７
９
６
）

１
８
２
１
＝
へ
。

◇
　
　
　
　
◇

　
「
石
の
舟
～
小
栗
重
吉
　
漂

流
譚
～
」
（
希
望
日
で
一
回
入

場
可
）
二
組
四
人
、
「
ピ
ア
ノ

と
歌
で
紡
ぐ
秋
の
名
曲
コ
ン
サ

ー
ト
」
三
組
六
人
、
そ
れ
ぞ
れ

の
招
待
券
を
本
紙
読
者
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
お
近

く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
明

記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ

ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
石
の
舟
」
ま

た
は
「
秋
の
名
曲
コ
ン
サ
ー

ト
」
ど
ち
ら
か
希
望
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
へ
。

　
締
め
切
り
は
三
十
日
（
水
）

必
着
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
招
待
券
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
に
代
え
ま
す
。

　
見
て
・
体
験
す
る
「
マ
ジ
ッ

ク
教
室
」
が
九
日
に
大
森
北
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
＝
大
森
八
龍
一

＝
で
開
か
れ
、
同
学
童
に
通
う

小
学
生
ら
二
十
人
が
驚
き
や
喜

び
の
声
を
上
げ
た
。

　
長
い
夏
休
み
を
楽
し
く
過
ご

し
て
ほ
し
い
と
催
さ
れ
た
も

の
。
同
学
童
が
、
市
高
年
大
学

「
鯱
城
学
園
」
卒
業
生
有
志
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
鯱

城
マ
ジ
ッ
ク
倶
楽
部
」
へ
依

頼
。
メ
ン
バ
ー
三
人
が
区
内
ほ

か
か
ら
訪
れ
、
先
生
を
務
め

た
。

　
ま
ず
、
白
い
紙
を
お
金
に
変

え
る
と
い
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

興
味
津
々
。
「
も
う
一
回
や
っ

て
」
「
タ
ネ
や
段
取
り
が
あ
る

か
ら
、
無
理
を
言
わ
な
い
で
」

と
の
や
り
と
り
も
あ
り
、
大
き

な
笑
い
声
が
起
こ
っ
た
。

　
続
い
て
子
ど
も
た
ち
が
先
生

に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
簡

単
な
マ
ジ
ッ
ク
を
体
験
。
細
長

く
折
り
た
た
ん
だ
紙
を
使
い
、

別
々
だ
っ
た
ゼ
ム
ク
リ
ッ
プ
と

輪
ゴ
ム
が
鎖
の
よ
う
に
つ
な
が

る
方
法
な
ど
を
習
い
、
「
す
ご

い
」
や
「
で
き
た
、
で
き
た
」

と
声
を
上
げ
て
い
た
。

　
教
室
に
参
加
し
た
一
年
生
の

女
の
子
は
「
自
分
で
や
る
こ
と

が
で
き
た
か
ら
楽
し
か
っ
た
」

と
に
っ
こ
り
。
ま
た
、
三
年
生

の
男
の
子
は
「
マ
ジ
ッ
ク
が
見

ら
れ
て
、
本
当
に
面
白
か
っ

た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

〔１〕 ２０１７年（平成２９年）８月２６日（土曜日） 第２・第４土曜日発行 第７０１号

                                          

                     

                     

                                                                                    


